
  

 

 

 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

     
 

   

 
 

 

       

偕
楽
園
下
を
走
る
Ｃ
５
１
型
機
関
車 

       

 

汽
車
通
学 

 
 

昭
和
に
入
っ
て
も
列
車
の
本
数
は
あ
ま
り

増
え
な
か
っ
た
よ
う
で
、
鶴
田
は
、｢

在
学
中

の
想
い
出
」
で
、
汽
車
通
学
の
苦
労
を
詳
述
し

て
い
ま
す
。 

 
｢

常
磐
線
で
云
え
ば
荒
川
沖
、
神
立
か
ら
通

学
す
る
者
は
な
か
っ
た
。
自
転
車
が
便
利
だ
か

ら
で
あ
る
。
当
時
、
土
浦
中
学
の
通
学
範
囲
は

取
手
か
ら
友
部
迄
で
あ
っ
た
。
列
車
と
列
車
の

間
隔
は
約
二
時
間
、
即
ち
朝
は
利
用
列
車
一
本
、

帰
り
は
二
本
が
限
度
で
あ
っ
た
。 

 

当
時
、
常
磐
線
は
既
に
複
線
が
完
成
し
客
車

は
八
輌
、
牽
引
機
関
車
は
Ｃ
51
型
(注)

で
あ
っ

た
。
Ｃ
51
型
は
颯
爽
【
さ
っ
そ
う

】
と
し
た
標

準
機
関
車
で
客
車
十
二
輌
を
牽
い
て
も
九
五

粁
【
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

】
で
走
れ
る
優
秀
機
関
車
で

あ
っ
た
。
既
に
大
正
十
四
年
に
自
動
連
結
器
が

採
用
さ
れ
て
い
た
。 

 

列
車
の
時
刻
改
正
は
大
正
十
四
【
1925

】
年
八

月
に
行
わ
れ
、
次
の
改
正
は
昭
和
五
【
1930

】
年

(

即
ち
中
学
四
年
生
の
と
き)

で
あ
っ
た
。
次
に
、
当

時
の
時
刻
表
を
記
す
が
、
通
学
に
い
か
に
不
便

な
も
の
で
あ
っ
た
か
も
振
返
っ
て
み
よ
う
。 

              

学
校
の
始
業
時
刻
は
夏
は
八
時
か
ら
六
時

間
授
業
の
と
き
十
五
時
迄
、
冬
は
八
時
三
〇
分

か
ら
十
五
時
三
〇
分
迄
で
始
業
時
刻
は
、
通
学

生
の
こ
と
も
考
え
て
多
少
変
更
で
き
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
。 

 

時
刻
表
の
如
く
取
手
方
面
よ
り
の
通
学
者

に
は
順
調
な
ダ
イ
ヤ
で
あ
っ
た
が
友
部
方
面

よ
り
通
学
す
る
者
に
と
っ
て
は
全
く
不
便
な

ダ
イ
ヤ
で
あ
っ
た
。
石
岡
よ
り
通
学
す
る
と
せ

ば
六
時
十
一
分
に
乗
っ
て
土
浦
駅
に
六
時
三

八
分
に
着
く
か
ら
学
校
へ
は
七
時
十
分
頃
に

着
い
て
了
う
。
帰
り
は
学
校
が
十
五
時
に
終
わ

っ
て
も
利
用
す
る
列
車
は
十
七
時
二
五
分
ま

で
無
い
。
二
時
間
の
空
費
で
あ
る
。 

 

但
し
通
学
定
期
運
賃
は
安
か
っ
た
。
運
賃
表

の
と
お
り
。 

             

当
時
、
私
は
父
親
の
勤
務
の
関
係
で
高
浜
か

ら
通
学
し
て
い
た
が
余
り
の
不
便
の
た
め
二

年
の
中
頃
よ
り
実
家(

都
和
村
常
名
【
現
土
浦
市
常

名
】)

よ
り
通
学
す
る
こ
と
に
し
た
。｣ 

 

(注)
Ｃ
51
型 

 

日
本
国
有
鉄
道(

国
鉄)

の
前
身
で
あ
る
鉄
道
院(

1920

［
大
正
９
］
年
、

鉄
道
省
に
改
組)

が
、
1919

年
に
開
発
し
た
、
幹
線
旅
客
列
車
用
の
テ

ン
ダ
ー
式
蒸
気
機
関
車
。
従
来
と
比
較
し
て
、
飛
躍
的
な
性
能
向
上

を
実
現
し
た
機
関
車
で
、
牽
引
力
・高
速
性
能
・信
頼
性
に
お
い
て
、

高
い
水
準
を
達
成
し
た
。
1920

年
代
か
ら
1930

年
代
に
は
、
主
要
幹
線
の

主
力
機
関
車
と
し
て
用
い
ら
れ
、
1930

年
か
ら
1934

年
ま
で
、
超
特
急

｢

燕｣

の
東
京
～
名
古
屋
間
の
牽
引
機
を
務
め
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。

戦
後
も
、
適
度
な
大
き
さ
か
ら
地
方
幹
線
の
旅
客
列
車
牽
引
に
重

用
さ
れ
た
が
、
製
造
年
が
古
い
た
め
、
動
力
近
代
化
計
画
が
実
行
に

移
さ
れ
る
と
、
早
々
に
廃
車
が
進
め
ら
れ
、
1965

［
昭
和
40

］
年
に
全

車
が
運
用
を
退
い
た
。 

 
昭
和
五
年
の
改
正 

 
｢

昭
和
五
年
は
未
だ
不
景
気
の
最
中
で
あ
っ

た
。
然
し
東
京
に
職
を
求
め
て
通
勤
す
る
者
、

東
京
に
下
宿
し
な
い
で
通
学
す
る
者
が
ふ
え

土
浦
始
発
の
上
り
方
面
列
車
二
本
、
下
り
方
面

一
本
が
増
発
さ
れ
水
戸
方
面
よ
り
土
浦
終
着

一
本
、
上
野
方
面
よ
り
土
浦
終
着
二
本
が
増
発

さ
れ
、
ま
た
快
速
列
車
一
往
復
が
増
発
さ
れ
便

利
に
な
っ
た
。
友
部
方
面
か
ら
の
通
学
列
車
も

上
り
土
浦
着
七
時
四
〇
分
と
な
り
帰
り
土
浦

発
も
一
六
時
九
分
発
と
一
七
時
五
三
分
発
が

利
用
で
き
た
。
取
手
方
面
か
ら
の
通
学
者
も
土

浦
着
七
時
三
八
分
と
な
り
帰
路
も
土
浦
発
一

五
時
四
五
分
と
一
六
時
四
〇
分
の
二
本
が
利

用
で
き
た
。 

 

別
に
定
め
た
ル
ー
ル
が
あ
っ
た
訳
で
は
な

い
が
中
学
生
は
列
車
の
前
部
に
女
子
校
生
は

列
車
の
後
部
に
乗
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
当

時
の
中
学
は
、
土
浦
中
学
の
ほ
か
、
高
等
【
小

学
校

】
二
年
卒
を
条
件
に
入
学
す
る
常
総
学
院

中
学(

二
年
制
度)

が
今
の
労
働
基
準
監
督
署

【
現
中
央
２
丁
目
土
浦
鷹
匠
町
郵
便
局
付
近

】
の
位
置

に
あ
り
同
じ
く
二
ケ
年
卒
業
制
度
の
清
香
女

学
校
が
鷲
宮
公
園
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
現
在
の

土
浦
第
一
女
子
校
【
現
つ
く
ば
国
際
大
学
高
等
学
校

】

の
前
身
で
あ
る
土
浦
女
学
校
が
昭
和
五
年
に

出
来
た
。
土
浦
二
高
は
土
浦
高
女
と
呼
ば
れ
四

年
卒
業
制
で
あ
っ
た
。
生
徒
数
は
土
浦
高
女
が

毎
年
二
〇
〇
名
、
土
浦
中
が
毎
年
一
五
〇
名
の

採
用
で
あ
っ
た
。｣ 

 

徒
歩
通
学 

 
｢

そ
の
頃
明
治
の
末
期
や
大
正
時
代
、
四
里

【
１
里
は
４
㎞

】
の
道
を
遠
し
と
せ
ず
徒
歩
で
通

学
し
た
話
を
聞
い
た
が
、
こ
の
頃
で
は
精
々
四

粁
ど
ま
り
で
そ
れ
以
上
は
自
転
車
通
学
が
多

か
っ
た
。 

 

今
日
で
は
例
え
一
粁
で
あ
っ
て
も
自
転
車

通
学
を
す
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
も
五
段
ギ
ヤ
付
ス

ポ
ー
ツ
車
を
使
う
だ
ろ
う
。
然
し
当
時
は
自
転

車
も
亦
【
ま
た

】
高
価
品
で
あ
っ
た
。
生
徒
は
、

金
の
か
ゝ
ら
な
い
テ
ク
シ
ー
【(

タ
ク
シ
ー
を
も
じ

っ
た
俗
語)

て
く
て
く
と
歩
く
こ
と

】
を
利
用
し
た
。

冬
に
な
る
と
泥
ん
こ
道
と
な
る
の
で
田
舎
か

ら
通
う
者
は
長
靴
を
は
い
て
通
っ
た
の
で
あ

っ
た
。 

 

今
、
道
路
は
、
農
道
で
も
舗
装
さ
れ
て
い
る

が
、
当
時
は
主
要
道
路
の
み
砂
利
道
で
あ
と
は

砂
利
さ
え
な
か
っ
た
。｣ 

 

自
転
車
通
学 

 
｢

入
学
当
時(

昭
和
二
年)

頃
は
、
砂
利
が
敷
か

れ
て
い
た
道
路
は
六
号
国
道
を
初
め
と
し
、
土

浦
中
心
で
は
水
海
道
迄
、
筑
波
迄
、
阿
見
町
と

そ
の
附
近
、
出
島
は
大
和
田
迄
と
限
ら
れ
て
お

第１６１号 

号 

号 

 

号 

昭和初期の通学状況 
 昭和初期の土浦中学生の通学は、約４㎞までが徒歩、20 ㎞までが
自転車、20 ㎞以上は鉄道、通学困難な者は、寄宿舎に入るか下宿あ
るいは土浦近辺に親類縁者がある者はそこから通学していました。 

1927［昭和２］年入学の中 31回鶴田兵太夫(戦後、土浦駅長を務
めた)は、土中三一同窓会『卒業五十周年記念誌』(1982［昭和 57］
年４月刊)の中で、「在学中の想い出」と題して、汽車・徒歩・自転
車・バスでの通学について記しています。 
なお、引用文中の【  】内は筆者による注記です。 

（土浦一高・旧土浦中学とその周辺の物語） 

2022（令和４）年 11 月 15 日   
茨城県立土浦第一高等学校  
進修同窓会旧本館活用委員会  
ＨＰ  http:www.sin-syu.jp/ 

 

進修同窓会 HPにアクセス 

常磐線を走るＣ51 型蒸気機関車（戦前）  
上下線と中線の存在、鹿島参宮線と思われる左側の

線路から石岡駅と推定される。 



  

 

り
、
他
は
多
少
砂
利
の
散
布
が
あ
っ
た
程
度
で
、

昭
和
四
年
、
陸
軍
大
演
習
【
本
紙
第
92
～
94
号
で

既
述

】
が
志
筑
村
を
中
心
に
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
り
石
岡
駅
の
建
築
、
志
筑
ま
で
の
砂
利
敷
、

ま
た
中
貫
を
起
点
に
柿
岡
に
至
る
道
路
が
開

設
さ
れ
た
。 

 

道
路
状
況
は
雤
の
日
に
特
に
非
道
【
ひ
ど

】

か
っ
た
。
当
時
は
荷
馬
車
が
主
で
あ
っ
た
た
め
、

轍
【
わ
だ
ち

】
の
跡
が
薬
研
【
や
げ
ん

】
彫
り
の

如
く
深
く
水
を
湛
え
て
い
た
。
冬
期
に
な
る
と
、

厚
い
関
東
ロ
ー
ム
層
は
霜
柱
が
立
ち
、
朝
日
が

登
る
に
つ
れ
泥
濘
と
化
し
た
。
泥
は
ホ
ー
ク
と

車
輪
の
間
に
詰
り
、
竹
べ
ら
で
十
分
も
か
け
て

落
と
し
て
も
、
二
〇
～
三
〇
米
往
く
と
元
の
木

阿
弥
と
な
っ
て
了
う
。
冬
は
ゴ
ム
長
で
な
け
れ

ば
歩
け
な
い
道
路
が
至
る
処
に
あ
っ
た
。 

 

然
し
、
当
時
と
し
て
は
之
に
頼
る
外
、
方
法

が
な
い
箇
所
が
至
る
処
に
あ
っ
た
。
全
校
生
徒

七
〇
〇
名
の
う
ち
、
自
転
車
通
学
三
五
〇
名
を

数
え
た
。 

 

勿
論
、
学
校
側
で
も
屋
根
付
の
車
庫
を
造
り

四
〇
〇
台
収
容
で
き
た
。
自
発
的
設
備
で
あ
る

た
め
県
か
ら
の
資
金
援
助
は
な
く
、
利
用
す
る

生
徒
は
一
ヶ
年
に
つ
き
四
円
五
〇
銭
の
使
用

料
を
納
め
た
。 

 

自
転
車
に
よ
る
通
学
限
度
は
約
二
〇
粁
、
道

路
と
平
行
に
走
る
筑
波
線
が
よ
く
基
準
を
現

し
て
い
る
。
即
ち
虫
掛
迄
の
者
は
徒
歩
で
、
小

田
迄
の
者
は
自
転
車
で
、
北
条
、
筑
波
、
紫
尾

は
列
車
通
学
、
そ
れ
よ
り
以
遠
の
者
は
寄
宿
舎

に
入
っ
た
。 

 

当
時
、
自
転
車
の
値
段
は
、
標
準
車
宮
田
の

ギ
ヤ
Ｍ(

銀
号)

半
ケ
ー
ス
付
で
五
五
円
、
金
Ｍ

号
で
全
ケ
ー
ス
付
六
五
円
で
あ
っ
た
。
ま
た
外

国
車
で
は
英
国
製
の｢

ラ
ー
ジ
号｣

が
あ
っ
た
。

現
在
の
ス
ポ
ー
ツ
車
タ
イ
プ
で
二
段
ギ
ヤ
内

装
式
百
八
〇
円
で
あ
っ
た
。
ボ
デ
ー
の
鋼
管
も

細
く
て
丈
夫
日
本
製
は
肉
厚
で
太
か
っ
た
。
英

国
製
は
材
質
に
も
勝
れ
て
い
た
。｣ 

 

鶴
田
よ
り
１
年
先
輩
で
、
千
代
田
村
雪
入

(

現
か
す
み
が
う
ら
市
雪
入)

か
ら
自
転
車
通
学
を

続
け
た
中
30

回
前
島
福
松
は
、
1981

［
昭
和
56

］

年
刊
『
中
三
十
回
卒
業
五
十
周
年
記
念
誌
』
に

｢

泥
ん
こ
の
自
転
車
通
学｣

と
題
し
て
、
そ
の
苦

労
を
綴
っ
て
い
ま
す
。 

｢

在
学
中
の
想
い
出
を
何
か
一
つ
と
い
わ
れ

て
も
、
何
せ
五
十
年
も
前
の
こ
と
で
あ
り
、
記

憶
が
う
す
れ
て
い
る
が
、
五
年
間
苦
労
し
た
自

転
車
通
学
の
こ
と
な
ら
何
と
か
思
い
出
せ
る

よ
う
な
気
が
し
て
、
ペ
ン
を
と
っ
て
み
た
。
さ

て
う
ま
く
書
け
る
か
ど
う
か
。 

 

私
の
記
憶
に
よ
れ
ば
、
入
学
し
た
四
月
い
っ

ぱ
い
は
、
和
服
に
袴
、
編
み
上
げ
靴
を
は
き
、

自
転
車
に
ま
た
が
っ
て
通
学
し
た
が
、
考
え
る

と
誠
に
滑
稽
な
姿
で
あ
っ
た
。
そ
の
滑
稽
な
姿

も
四
月
末
日
で
終
わ
り
、
五
月
一
日
か
ら
一
年

生
は
全
員
夏
の
制
服
と
い
う
こ
と
で
霜
降
り

金
ボ
タ
ン
の
木
綿
服
と
な
っ
た
。
質
素
で
清
潔

な
服
装
で
あ
っ
た
。
洋
服
と
い
う
名
の
服
装
を

し
た
の
が
こ
れ
が
初
め
て
で
あ
っ
た
。 

 

こ
う
し
て
出
発
し
た
中
学
の
五
年
間
は
、
あ

っ
と
い
う
間
に
す
ぎ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
事

実
で
す
が
、
そ
れ
も
今
だ
か
ら
言
え
る
こ
と
で
、

当
時
は
な
か
な
か
に
永
く
感
じ
て
い
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。 

 

当
時
私
の
自
宅
は
、
今
の
千
代
田
村
雪
入
の

山
麓
に
あ
り
、
学
校
ま
で
約
十
二
㎞
あ
っ
て
、

通
学
も
容
易
で
な
か
っ
た
が
、
私
の
兄
は
五
年

間
を
徒
歩
で
通
学
し
通
し
た
の
だ
か
ら
大
し

た
も
の
で
あ
る
。
私
な
ど
初
め
か
ら
自
転
車
通

学
だ
っ
た
の
だ
か
ら
、
兄
の
時
代
に
比
較
す
れ

ば
随
分
楽
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も

容
易
で
は
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
当
時
の
道

路
状
況
が
非
常
に
悪
く
、
今
と
は
比
較
に
な
ら

ぬ
悪
路
で
あ
っ
た
。
自
宅
か
ら
学
校
ま
で
の
距

離
の
う
ち
、
三
分
の
二
に
当
た
る
八
㎞
は
砂
利

も
敷
か
れ
て
な
い
道
路
で
あ
っ
た
。
一
雤
降
れ

ば
た
ち
ま
ち
泥
ん
こ
の
ぬ
か
る
み
と
化
し
、
自

転
車
な
ど
受
付
け
な
い
よ
う
な
、
後
に
述
べ
る

霜
解
け
道
と
大
差
の
な
い
有
様
に
な
っ
て
し

ま
う
。 

 

そ
れ
で
も
四
月
か
ら
十
月
ま
で
の
間
は
ま

だ
よ
か
っ
た
。
雤
の
降
ら
な
い
限
り
、
普
通
に

走
れ
た
か
ら
で
あ
る
が
、
十
一
月
か
ら
三
月
ま

で
、
特
に
十
二
月
、
一
月
、
二
月
の
三
ヶ
月
は

ひ
ど
か
っ
た
。
朝
霜
が
降
り
る
か
、
薄
氷
が
は

る
。
大
陽
が
昇
っ
て
く
る
に
つ
れ
、
霜
が
と
け

始
め
る
。
そ
う
な
る
と
大
変
だ
。
道
路
は
徐
々

に
泥
土
化
し
て
く
る
。
そ
の
泥
土
が
車
輪
に
つ

き
始
め
る
。
五
十
ｍ
も
走
ら
な
い
う
ち
に
、
つ

き
だ
し
た
泥
土
が
、
タ
イ
ヤ
と
泥
よ
け
と
の
間

に
詰
ま
っ
て
、
自
転
車
は
動
か
な
く
な
る
。
こ

の
こ
と
は
経
験
し
た
者
で
な
い
と
わ
か
ら
な

い
だ
ろ
う
が
、
自
転
車
が
動
か
な
く
な
っ
て
は

ど
う
し
よ
う
も
な
い
。 

自
転
車
か
ら
お
り
て
、
車
輪
の
タ
イ
ヤ
と
泥

よ
け
と
の
間
に
詰
ま
っ
た
泥
土
を
取
り
除
き

に
か
か
る
。
こ
の
作
業
が
ま
た
な
か
な
か
の
難

作
業
で
あ
る
。
篠
や
竹
へ
ら
で
け
ず
り
落
と
す

の
だ
が
、
と
て
も
一
回
で
は
だ
め
だ
。
何
回
か

同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
る
う
ち
に
、
車
輪

の
泥
土
が
ズ
ボ
ン
に
付
い
て
く
る
。
ズ
ボ
ン
だ

け
の
う
ち
は
ま
だ
よ
い
。
随
分
注
意
し
て
い
る

心
算
で
も
い
つ
の
間
に
か
上
着
の
あ
ち
こ
ち

に
も
泥
が
つ
く
。
繰
り
返
し
て
い
る
う
ち
に
、

上
か
ら
下
ま
で
泥
ま
み
れ
に
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
も
年
に
何
回
か
は
あ
っ
た
。 

 

さ
て
掃
除
し
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
ま
た
同

じ
こ
と
を
繰
り
返
す
の
は
嫌
だ
か
ら
、
エ
イ
面

倒
と
ば
か
り
、
自
転
車
を
肩
に
か
つ
い
で
歩
き

だ
す
。
何
の
こ
と
は
な
い
、
人
が
自
転
車
に
乗

る
の
で
は
な
く
て
、
自
転
車
が
人
に
乗
っ
て
い

る
奇
妙
な
姿
で
あ
る
。
下
の
人
は
泥
ま
み
れ
で

半
ベ
ソ
を
か
き
、
寒
い
の
に
汗
を
た
ら
た
ら
流

し
て
い
る
。 

 

自
転
車
を
か
つ
い
で
歩
け
る
の
は
せ
い
ぜ

い
五
十
ｍ
位
で
、
肩
は
痛
く
な
り
、
足
は
ふ
ら

つ
い
て
く
る
。
一
休
み
し
て
ま
た
か
つ
い
で
歩

き
だ
す
。
五
十
ｍ
位
で
ま
た
一
休
み
。
こ
ん
な

こ
と
を
繰
り
返
し
て
も
、
や
っ
と
三
百
ｍ
位
が

限
界
で
つ
い
自
転
車
に
乗
っ
て
し
ま
う
。
す
る

と
ま
た
同
じ
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
家
を
出
た

か
ら
に
は
ど
う
し
て
も
学
校
に
行
か
ね
ば
な

ら
ぬ
。 

 

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
国
道
に
出
る
。

今
の
よ
う
に
舗
装
は
さ
れ
て
な
か
っ
た
が
、
砂

利
道
で
あ
り
、
泥
土
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
は
な

い
。
国
道
に
出
る
と
も
う
授
業
開
始
ま
で
間
が

な
い
の
で
、
夢
中
で
ペ
ダ
ル
を
ふ
ん
で
、
汗
だ

く
に
な
っ
て
、
や
っ
と
学
校
の
門
に
達
す
る
。

丁
度
そ
の
時
、
朝
礼
を
知
ら
せ
る
鐘
が
き
こ
え

て
く
る
。
自
転
車
置
き
場
に
自
転
車
を
置
い
て
、

駈
け
足
で
教
室
に
入
る
。
先
生
が
出
欠
を
と
っ

て
い
る
。
慌
て
て
自
分
の
席
に
つ
く
。
泥
ま
み

れ
の
姿
の
ま
ま
で
。 

 

こ
う
し
て
私
の
五
年
間
は
過
ぎ
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。｣ 

 

バ
ス
通
学 

 

バ
ス
通
学
に
つ
い
て
は
、
鶴
田
は
前
掲
書
の

中
で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
ま
す
。 

｢

昭
和
二
年
時
代
、
土
浦
を
起
点
と
し
て
バ

ス
が
通
っ
て
い
た
の
は
、
阿
見
迄
一
本
で
あ
っ

た
が
昭
和
五
年
の
時
刻
表
を
見
る
と
沿
線
で

は
次
の
よ
う
な
バ
ス
路
線
が
出
来
上
が
っ
て

い
た
。 

                  

然
し
当
時
の
バ
ス
の
乗
車
定
員
は
精
々
二

五
人
位
で
費
用
も
高
く
通
学
の
利
用
迄
に
は

な
ら
な
か
っ
た
が
土
浦
駅
か
ら
真
鍋
坂
下
ま

で
が
五
銭
で
、
よ
く
利
用
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。｣ 

 

※
鶴
田
が
土
浦
駅
長
と
し
て
着
任
し
た
1965

［昭
和
40

］年
に
は
、

戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
で
急
増
し
た
高
校
生
の
通
学
ラ
ッ
シ
ュ
で
、

下
り
427

列
車(

客
車
列
車
、
土
浦
駅
着
07:

54

）
は
、
毎
日
20

分

以
上
遅
れ
る
騒
ぎ
が
続
い
て
い
た
。
鶴
田
は
当
局
に
増
結
を
申

請
し
、
同
列
車
は
牽
引
定
数
ギ
リ
ギ
リ
の
13

両
編
成
と
な
った
。

さ
ら
に
、
土
浦
市
内
の
各
高
校
の
校
長
と
協
議
し
て
、
通
学
対

策
協
議
会
を
結
成
し
、
列
車
通
勤
を
し
て
い
る
教
員
を
動
員
し
、

学
校
ご
と
に
乗
車
位
置
を
決
め
て
、
整
列
乗
車
を
指
導
し
て
も

ら
っ
た
。
そ
の
た
め
、
同
列
車
の
遅
れ
は
５
分
台
に
短
縮
さ
れ
た

が
、
鶴
田
の
対
策
案
の
主
眼
は
列
車
増
発
に
あ
っ
た
の
で
、
当
局

に
熱
心
に
働
き
か
け
、
1966

年
３
月
25
日
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
は
、
藤

代(

07:

23

発)

～
土
浦(

07:

47

着)

間
に
電
車
が
増
発
さ
れ
た
。 

 

※
高
21
回
鈴
木
道
信
の
HP(

土
浦
一
高
HP
の
リ
ン
ク
に
あ
る)

に
戦
前
戦
後
の
常
磐
線
時
刻
表
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。    

   
   

 

  
 
 
 

（
高
21

回 

松
井
泰
寿
） 


